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10月（神無月） OCTOBER

10日・体育の日

追徴課税など税務署の処分に不服があると
きに、国税不服審判所に処分の取消しや変更
を求め審査請求するのが「不服申し立て」。
これに対し裁判所に判断を求めるのが「訴
訟」。平成16年度は不服申し立てのうち14.6％
で何らかの形で納税者の主張が通り、訴訟の
うち11.9％で納税者が勝訴しています。

国　税／9月分源泉所得税の納付 10月11日

国　税／特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

10月17日

国　税／8月決算法人の確定申告

（法人税・消費税等） 10月31日

国　税／2月決算法人の中間申告 10月31日

国　税／11月、2月、5月決算法人の消費税等の中間申告

（年間3回の場合） 10月31日

地方税／個人の道府県民税及び市町村民税の第3期分

納付 市町村の条例で定める日

労　務／労働者死傷病報告（7月～9月分）10月31日

労災の年金受給者の定期報告

（7月～12月生まれ） 10月31日

不服申し立てと訴訟

1 0 月 の 税 務 と 労 務
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Ⅰ
税
務
調
査
の
種
類

税
務
調
査
は
大
体
、
図
表
１
の
よ
う

に
区
別
さ
れ
ま
す
。

①
　
強
制
調
査

計
画
的
で
悪
質
な
脱
税
犯
に
つ
い
て
、

任
意
の
調
査
で
は
適
正
な
課
税
が
実
現

で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
、
裁

判
所
の
許
可
状
を
得
て
行
わ
れ
る
調
査

で
す
。
国
税
犯
則
取
締
法
に
よ
る
強
制

力
を
持
っ
て
お
り
、
通
常
「
査
察
」（
マ

ル
サ
）
と
呼
ば
れ
、
国
税
局
が
担
当
し
、

通
告
処
分
ま
た
は
告
発
を
最
終
目
的
と

し
、
臨
検
、
捜
査
、
差
押
え
等
の
権
限

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
　
任
意
調
査

①
に
対
す
る
言
葉
で
、
一
般
の
税
務

調
査
を
い
い
ま
す
。
脱
税
犯
に
対
す
る

調
査
と
異
な
り
、
適
正
・
公
平
な
課
税

の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、

質
問
検
査
権
と
し
て
認
め
ら
れ
る
範
囲

に
お
い
て
納
税
者
の
同
意
を
得
て
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
正
当
な
理

由
な
く
調
査
拒
否
な
ど
を
行
う
と
罰
則

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、「
間
接
強
制
を

伴
う
任
意
調
査
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
　
準
備
調
査

実
地
調
査
（
臨
場
調
査
）
着
手
前
の

準
備
的
な
調
査
で
納
税
者
か
ら
提
出
さ

れ
た
確
定
申
告
書
や
蓄
積
し
た
資
料
情

報
な
ど
を
も
と
に
行
い
ま
す
。
納
税
者

の
過
去
の
税
歴
（
申
告
漏
れ
や
滞
納
が

な
か
っ
た
か
）、
経
営
者
の
デ
ー
タ
、
申

告
書
に
お
け
る
特
異
な
科
目
や
金
額
、

比
率
等
の
計
数
な
ど
が
、
分
析
、
検
討

さ
れ
、
ど
こ
に
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
を
置

く
か
絞
り
込
ま
れ
ま
す
。

④
　
実
地
調
査

納
税
者
の
事
務
所
や
店
舗
な
ど
に
出

向
い
て
行
う
調
査
で
、
一
般
の
税
務
調

査
は
通
常
こ
の
実
地
調
査
を
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
中
に
、
次
の
「
現
況
調
査
」、

「
反
面
調
査
」
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

⑤
　
現
況
調
査

納
税
者
に
対
す
る
事
前
通
知
が
無
く

行
わ
れ
る
税
務
調
査
で
、
納
税
者
の
ナ

マ
の
姿
を
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

⑥
　
反
面
調
査

納
税
者
自
身
の
調
査
だ
け
で
は
不
審

点
が
解
明
で
き
な
い
場
合
、
あ
る
い
は

納
税
者
が
調
査
に
素
直
に
応
じ
な
い
場

合
な
ど
に
認
め
ら
れ
て
い
る
取
引
先
や

銀
行
な
ど
へ
の
補
完
的
調
査
を
い
い
ま

す
。Ⅱ

最
近
の
税
務
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

主
要
な
勘
定
科
目
の
税
務
調
査
の
ポ

イ
ン
ト
を
示
す
と
図
表
２
の
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
次
の

点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①

組
織
図
の
呈
示
を
求
め
ら
れ
、
担

当
者
に
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
責
任
担
当
を

明
確
に
し
、
証
拠
資
料
を
整
備
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②

消
費
税
、
特
に
原
則
課
税
に
つ
い

て
は
、
収
入
側
の
課
税
、
非
課
税
、

不
課
税
の
区
別
、
支
出
側
の
課
税
仕

入
れ
に
誤
り
が
な
い
か
ど
う
か
の
確

認
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

10月号 2

秋
は
税
務
調
査
の
最
も
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。 

そ
こ
で
、税
務
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
み
ま
す
。 

税
務
調
査
の
ポ
イ
ン
ト 

秋
は
税
務
調
査
の
シ
ー
ズ
ン 

事前調査 

現況調査 

一般調査 

反面調査 

特別調査 

特殊調査 

準備調査 
（机上調査） 

 

実地調査 
（臨場調査） 

任意調査 

 

 

強制調査（査察） 

税務調査 

図表１　税務調査の種類



③

経
営
者
の
特
殊
関
係
使
用
人
に
つ

い
て
は
、
役
員
で
な
く
て
も
そ
の
給

与
が
他
の
使
用
人
と
比
べ
て
不
相
当

に
高
額
で
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行

わ
れ
ま
す
。

Ⅲ
調
査
へ
の
対
応

①
　
調
査
日
は
変
更
で
き
る

任
意
調
査
は
、
あ
く
ま
で
も
行
政
レ

ベ
ル
の
も
の
で
す
か
ら
、
調
査
に
当
た

っ
て
は
で
き
る
限
り
納
税
者
の
事
情
が

考
慮
さ
れ
る
の
が
当
然
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
ど
う
し
て
も
当
日
調

査
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
正
当
な

理
由
（
冠
婚
葬
祭
、
重
要
な
商
談
等
）

が
あ
れ
ば
、
延
期
の
申
出
を
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

②
　
調
査
理
由
を
聞
く

税
務
調
査
は
、
申
告
の
適
正
性
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
か
ら
、
通
常
、

調
査
理
由
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

調
査
理
由
（
売
上
減
少
、
外
注
費
急

増
等
）
を
確
認
し
、
税
務
署
の
抱
い
て

い
る
疑
問
点
に
誠
意
を
も
っ
て
答
え
る

こ
と
が
調
査
を
早
く
終
わ
ら
せ
る
コ
ツ

と
い
え
ま
す
。

③
　
金
庫
等
の
調
査

任
意
調
査
の
場
合
、
納
税
者
の
同
意

な
く
机
や
金
庫
の
中
を
調
べ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
や
ま
し
い
点

が
な
け
れ
ば
、
拒
否
せ
ず
見
せ
た
方
が

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
調
査
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

④
　
昼
食
の
対
応

意
外
と
気
に
な
る
点
で
す
が
、
税
務

署
員
の
場
合
、
納
税
者
か
ら
接
待
を
受

け
る
と
収
賄
罪
に
問
わ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
出
前
を
勝
手
に
頼
ん
で
強

要
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

3 10月号

図表２●勘定科目別税務調査のポイント（抜粋） 

現　　金  

預 　 　 金  

たな卸資産 

売 　 　 上  

仕 　 　 入  

外注加工費 

役 員 給 与  

交 際 費 等  

保 険 料  

福利厚生費 

租 税 公 課  

消 耗 品 費  

貸 倒 損 失  

○現金保有高と金銭出納帳の残高との突合 
○一括の現金売上はその証拠資料の保管状況をチェックされる 

○金種票　○責任者の確認印　○個人と会社の区別 
○仮払金の精算方式を確立　○レシート等の保存整理 

○領収書等の保存 
○当座勘定調整表の作成 

○売掛金残高照合表 
○領収書に一連番号をつける 

○移動が著しい場合、内容の確認 

○出面帳の整備 

○議事録の整備 
○計算根拠の保存 

○領収書に目的、人数等を書いておく 
○交際費等取扱規程 

○契約書の整理と確認 

○損金にならない項目のチェック 
○計算明細書の保存 

○根拠資料の保存 

○たな卸表の保存 

○銀行残高証明書の添付と突合 
○借入金が担保と不釣合の場合、その理由（簿外資産の有無等）がチェックされる 

○締後分の計上　○請求書との突合 
○売上高の計上時期が適切か　○取引相手との金額照合 

○仕入高の月別比較、前年同月比較 
○仕入割戻しの検討　○商品受払簿のチェック 

○領収書の真実性のチェック 
○請求書、出面帳等のチェック 

○議事録のチェック 
○役員退職金の相当額のチェック 

○飲食関係の領収書で高額なものは相手先と内容がチェックされる 
○他の科目に含まれていないか 

○積立金となるものがないか 

○原始記録のチェック　 

○現物給与となるものがないか 

○罰科金の処理 
○消費税の処理は適切か 

○10万円以上のものが含まれていないか 

○基本通達の条件に合致しているか 

勘定科目 税務調査のポイント 日頃の対応 



10月号 4

子
供
が
親
の
所
有
す
る
土
地
を
無
償
で

借
り
て
、
居
住
用
家
屋
を
建
て
、
そ
こ
に

住
む
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
、
親
か
ら

の
相
続
が
発
生
し
た
場
合
の
そ
の
土
地
の

評
価
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

通
常
、
相
続
財
産
の
中
に
、
他
人
に
建

物
等
の
所
有
を
目
的
と
し
て
賃
貸
し
て
い

る
土
地
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
土
地
は

貸
宅
地
と
し
て
次
の
算
式
で
評
価
額
が
算

定
さ
れ
ま
す
。

貸
宅
地
の
価
額

＝
自
用
地
価
額
×
（
１
―

借
地
権
割
合
）

こ
れ
に
よ
り
、
相
続
財
産
を
減
少
さ
せ

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
土
地

を
使
用
貸
借
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
土

地
は
自
用
地
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

相
続
対
策
と
し
て
土
地
を
他
人
に
使
用

さ
せ
る
場
合
、
一
定
の
賃
料
を
収
受
す
る

必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

消
費
者
に
商
品
の
販
売
を
し
た
際
、

消
費
者
が
そ
の
商
品
購
入
時
ま
で
使
用

し
て
き
た
物
品
を
販
売
業
者
が
下
取
り

を
す
る
場
合
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
の
消
費
税
法
の
取
扱
い

は
、
商
品
の
売
上
（
課
税
資
産
で
あ
れ

ば
課
税
売
上
）
と
下
取
り
に
よ
る
商
品

の
仕
入
（
課
税
資
産
で
あ
れ
ば
課
税
仕

入
れ
）
の
二
つ
の
取
引
に
区
分
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
下
取
り
は
、
差
引
後
の
純

額
で
認
識
す
る
値
引
き
と
は
取
扱
い
が

異
な
り
、
総
額
（
両
建
て
）
で
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

れ
は
当
事
者
が
簡
易
課
税
制
度
を

選
択
し
て
い
る
場
合
、
課
税
売
上
高
に

影
響
す
る
た
め
要
注
意
で
す
。

な
お
、
取
引
相
手
が
課
税
事
業
者
か

免
税
事
業
者
か
ど
う
か
は
、
当
事
者
の

消
費
税
法
上
の
取
扱
い
に
は
影
響
し
な

い
と
い
う
点
に
も
留
意
が
必
要
で
す
。

使
用
貸
借
に
係
る
貸
宅
地
の
評
価

商
品
を
下
取
り
し
た
と
き
の
消
費
税
の
取
扱
い

同族会社の役員甲は、業務中に自
動車を運転していて人身事故を起こ
してしまいました。甲には重大な過

失はないものの一定の過失は認められ、損害
賠償金を負担する義務がありますが、この損
害賠償金を当社で負担することとなりました。
まだ、被害者との示談が成立しておらず、損
害賠償額は決定していませんが、まず、被害
者に対して治療費の内金を支払うこととしま
した。この場合の当社が負担する損害賠償金
等の税務上の取扱いはどのようになるのでし
ょうか？

法人の役員又は使用人の行為等に
よって他人に与えた損害について法
人がその損害賠償金を支出した場合

に、その行為等が法人の業務の遂行に関連す
るものであり、かつ、故意又は重過失に基づ

かないものであるときは、その支出した損害
賠償金の額は、給与以外の損金の額に算入さ
れることとなります。
なお、法人が支払う損害賠償金の額の損金

算入時期は、原則としてその損害賠償金の額
が確定した日となるのですが、自動車による
人身事故の場合は、示談等による損害賠償金
の額の確定までに長期間を要することが多い
ことから、損害賠償金の一部にあたるものと
される治療費や休業補償費等を内払いとして
支出した場合には、たとえ、それが示談等に
よる損害賠償金の額の確定前であったとして
も、その支出日の損金の額に算入することが
できます。
この場合、損金の額に算入した金額に見合

う保険金額を益金の額に算入する必要があり
ます。
従いまして、貴社の場合は、被害者に対し

て支出した治療費の内金は、損金の額に算入
し、受け取る見込みのある保険金があるとき
は、その支払額に見合う額を益金の額に算入
することとなります。

自動車事故による
損害賠償金の取扱い




